
 

府中市福祉計画及び 
地域福祉計画・福祉の 
まちづくり推進計画 

(福祉分野の上位計画) 

◆社会福祉法に基づく市町村計画 

◆令和９年度からは地域福祉計画・福祉のまち

づくり推進計画が上位計画となる。 

現行の地域福祉計画・福祉のまちづくり推進

計画の理念は、 

みんなでつくる、「共に生きるまち」 

府中市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第１０期）・認知症施策推進計画の体系と策定の方向性（案）
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第７次府中市総合計画 

【都市像】 
きずなを紡ぎ 未来を拓く 

心ゆたかに暮らせるまち 府中 

保健・福祉に関する基本目標 

人と人とが支え合い 

誰もが幸せを感じるまち 

 

制度改正・国の関連会議 
◆高齢社会対策大綱の見直し(Ｒ６．９) 

◆社会保障審議会介護保険部会(Ｒ７．12) 

 「介護保険制度の見直しに関する意見」 

 １.人口減少・サービス需要の変化に応じた

サービス提供体制の構築 

 ２.地域包括ケアシステムの深化 

 ３.介護人材確保と職場環境改善に向けた生

産性向上、経営改善支援 

 ４.多様なニーズに対応した介護基盤の整

備、制度の持続可能性の確保 

◆2040 年に向けたサービス提供体制に関する

検討会(Ｒ７．７) 

１.サービス需要の変化に応じた提供体制の

構築 

２.人材確保・生産性向上・経営支援 

３.地域包括ケアシステム、医療介護連携 

４.福祉サービス共通課題への対応 

◆社会保障審議会福祉部会とりまとめ(Ｒ７.12) 

 １.地域共生社会の更なる展開 

 ２.頼れる身寄りがいない高齢者等への対応、

成年後見制度の見直しへの対応 

 ３.社会福祉法人制度・社会福祉連携推進法

人制度の在り方 

 ４.災害に備えた福祉的支援体制 

 ５.介護人材の確保・育成・定着 

計画の体系(基本の目標・対応方針・施策) (案) 
 

基本理念 
住み慣れた地域で安心してともにいきいきと暮らせるまちづくり 

 
基本目標１ 心と体がいきいきとしている  

対応方針 施策（R8 第１回協議会で素案提示予定） 

(1) 高齢者がいきいきと
暮らせる地域づくりの
推進 

・高齢者の社会参加の促進 

・長いきいき生活（介護予防）の推進 

・高齢者の保健事業と一般介護予防事業等との一体的な実

施 

・**********～ 

・**********～ 

※ 加齢による難聴等への支援に関する事業の追加を検討。 

(2) 健康づくりと介護予
防の一体的推進 

 

基本目標２ 住み慣れた地域で暮らしている 

(3) 住まいと生活支援の
一体的な推進 ・高齢者の住まいの安定的な確保 

・医療と介護の連携の推進 

・介護者への情報提供等 

・**********～ 

・**********～ 

(4) 医療と介護の連携強
化 

(5) 介護者（ケアラー）へ
の支援の充実 

 

基本目標３ 地域で支え合い、安心して暮らしている 

(6) 安全・安心の確保に
向けた施策の充実 

・包括的な相談支援体制の充実 

・災害への対策の充実 

・住民主体の地域支え合い活動の推進 

・**********～ 

・**********～ 

※ 個別避難計画の作成、重層的支援体制整備事業に関する

事業の追加を検討。 

(7) 多様な主体がつなが
る地域支援体制の充実 

 

基本目標４ 認知症の人と家族が地域で心ゆたかに暮らしている  

(8) 認知症の人と家族が
心ゆたかに暮らせる地
域づくりの推進 

・普及啓発・本人発信支援 

・認知症バリアフリーの推進・社会参加支援 

・**********～ 

・**********～ 

※ 新しい認知症観の定着、医療介護関連機関の認知症対応

力の向上に関する事業の追加を検討。 

 

基本目標５ 必要な介護保険サービスを適切に利用できている 

(9) 介護保険事業の推進 
・介護サービス基盤の整備 

・介護人材の確保 

・介護人材の資質の向上 

・**********～ 

・**********～ 

(10) 介護人材の確保と
資質の向上、働き続け
られる環境づくり 

 

【資料３】 

◆ 働けるうちはいつまでも働きたいと考えている人が増えている。より一層の高齢者雇用の促進や

マッチング機能の強化など、働き続けられる環境が求められている。【市民アンケート調査から】 

◆ 一般介護予防事業・フレイル予防事業の参加経験がある人は 10％前後にとどまっている。【市民

アンケート調査から】 

◆ 令和６年度介護保険事業実績報告をみると、介護予防・日常生活支援総合事業の短期集中予防サ

ービスにおいて、想定よりも利用者が増加せず、計画値を下回る実績となった。【計画の評価結果か

ら】 

◆ 介護者は「実子」の割合が 50.3％と「配偶者（37.1％）」よりも多く、「実子」の年代は 50 代が

最も多くなっている。【市民アンケート調査から】 

◆ 医療と介護の連携ができているとの評価が高くなっており、「関係者間で共通の目的を持つ」、「イ

ンターネット上で連絡を取れる仕組みを推進する」ことが重要であると考えている事業所が多い。

【事業所等アンケート調査から】 

◆【認知症部会の提言から】 

１.認知症に対する正しい知識・理解を促す。 

２.認知症の人が暮らしやすいまちづくりを進める。 

３.認知症の人の社会参加を進め、生きがいや希望をもって暮らす。 

４.認知症の人の意思を尊重し、尊厳を守る。 

５.保健医療・福祉サービスの提供体制と医療・介護の連携を進める。 

６.認知症の人と家族の相談体制を整備する。 

７.認知症の予防を進める。 

◆ 認知症になっても、「可能な限り住み慣れた地域で暮らしていきたい」と回答している人が多い。

【市民アンケート調査から】 

◆ 認知症に関する研修の意向は、「かかりつけ医認知症研修」の割合が前回より高くなっている。

【事業所等アンケート調査から】 

◆認知症の方への理解の促進と支援方法の検討【地域課題検討会の提言から】

◆ 人生の最期をどうすごしたいか、話し合ったことがない人は 57.9％である。【市民アンケート調

査から】 

◆ 暮らしの問題や福祉の困りごとを、地域包括支援センターに相談している割合は前回より高い。

【市民アンケート調査から】 

◆ 災害時への備えを「特にしていない」人の割合は４割を超えている。【市民アンケート調査から】 

◆ サービス提供で困難だったケースでは、「経済に困窮し生活支援が必要なケース」と回答した割合

が前回より高くなっている。【事業所等アンケート調査から】 

◆ ケアプラン作成時の困りごととして「身寄りがいない」、「キーパーソンがいない」の割合が前回

より高くなっている。【事業所等アンケート調査から】 

◆ 災害時等の高齢者支援の課題は、「情報伝達・共有体制」と「医療物資・医薬品の確保・搬送」が

それぞれ約６割となっている。【事業所等アンケート調査から】 

◆ 孤立を防ぐための地域連携の強化と見守り体制の充実【地域課題検討会の提言から】 

◆ 高齢者の実態把握と生活環境を悪化させないための仕組みづくり【地域課題検討会の提言から】 

◆ 人口構造は緩やかに少子・高齢化が進行。世帯数は増加しており、高齢者人口 59,620 人のうち、

33.2％の 19,766 人が単身世帯（Ｒ８.１.１時点）【現状データから】 

◆ ケアマネジャー（介護支援専門員）の年代は、前回と比較して年齢層が高くなっている。【事業所

等アンケート調査から】 

◆ 負担と感じる業務は「ケアマネジャー業務以外の相談や頼まれごと」が７割となっている。【事業

所等アンケート調査から】 

◆ 在宅医療を行う上では、夜間対応可能なスタッフの確保、緊急時に入院・搬送が可能な医療機関

との連携等が課題に挙げられている【事業所等アンケート調査から】 


